
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１７年７月２日                NO,５３０ 

 

生方鼎斎（うぶかたていさい） 

 「鼎斎は 川田の生まれ 書の大 

家」と沼田かるたでよまれている生 

方鼎斎は、寛政１１年（１７９９） 

屋形原町で修験者の篠生院大僧都広 

弁の次男として生まれました。 

 鼎斎は、旧大間々町（みどり市） 

の書家、田部井諷斎に書を学び、そ 

の上達ぶりは師を凌ぐほどで、諷斎 

の娘婿となりましたが、数年で離縁 

し、郷里に戻り、古馬牧村後閑（みなかみ町）の櫛淵源左衛門     

          の娘婿となり、家伝の神道流（のちの神

道一心流）の免許皆伝の腕前となりまし

たが、櫛淵家とも離縁し、書道に専念し、

これで身を立てようと江戸に出ました。 

           江戸では、両国橋の近くの村松町（中

央区東日本橋）で書塾を開き、鼎斎は巻

菱湖のもと修練に励み、「巻菱四天王」

の一人として称され、幕命によって天保

通貨銭に鋳字する「天保通宝」の文字を

記しました。（写真上鼎斎の書、写真下

天保通宝） 
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 ６月定例市議会に、望郷の湯と農産物販売施設などの

運営を受託している株式会社白沢振興公社と、しゃくな

げの湯と農産物直売所などの運営を受託している株式

会社利根町振興公社の経営状況が報告されました。 

 「望郷の湯」の入館者数は、２１２，３０８人（前年

比－２，６４８人）、「しゃくなげの湯」の入館者数は、

１６５，４７５人（前年比－８，１１６人）でした。 

 台風１３号の影響による長雨や 

冬の降雪など悪天候の影響、景気 

の低迷などで、入館者が前年度よ 

りも減少してしまいました。 

 大東議員は６月定例市議会の一般質問で、デマンドバスや乗り合いタク

シーなども組み入れ、利用しやすいバスの運行を求めました。 

 市長は乗り合いバスの利用者増加にむけ、「今年度県の交通政策課と担 

当者レベルで勉強会を立ち上げた。今年度は乗降者数や乗り降りの傾向分

析などをおこない、デマンド運行も含めた

なかで、より良い方策を探っていきたい」

と答えました。 

               さらに大東議員は、複合的な検討をすす

めるよう求め、市長は、「複合的な視点を

持ちながら検討したい」と答えました。 

 これまでは選挙で選ばれていた農業委員が、今回から市長の任命とな

り、６月定例市議会最終日に１５人の新たな農業委員の任命同意の議案が

提案され、１５人全員が全会一致で任命に同意されました。 

 地区別の農業委員は、沼田地区１人、利南 

地区４人、池田地区１人、薄根地区１人、川 

田地区１人、白沢町３人、利根町４人でした。 

 女性は、利南地区１人、白沢町１人、利根 

町１人の３人でした。 

 今回任命された農業委員のうち７人が、認 

定農業者です。 

 

 上久屋町のホタルの里で２５日、ほたる祭りが開か 

れ、多くの人がホタル観賞に訪れました。 

         上久屋のホタルの里では、地元の人 

        たちが水路の草刈りをおこなうなど、 

ホタルの育成に取り組んでいます。 

今年は、源氏ホタルは少なかったも

のの平家ホタルはたくさん飛んでい

ました。 

の人達が水路草刈りなどおこなう 

うな 

ど 

たちが 

 

 

 


